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～栄養ケア活動の地域拠点をつくる～ 



地域包括ケアシステム実現のため 
栄養ケアステーションの設置 

医療保険 
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栄養サポートチーム加算 
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低栄養・摂食嚥下障害・ 
がん患者への食事指導 

全ての 
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栄養が絡む 

在宅訪問栄養食事指導 
（居宅療養管理指導） 

栄養指導に関する制度 背景 (Background) 

生活習慣病等 
入院、外来、在宅 



みぎわ栄養ケア・ステーション 

～栄養ケア活動の地域拠点をつくる～ 

目的 (Mission) 



栄養ケア・ステーションは、日本栄養士会が認定する 
栄養ケアを提供する地域密着型の拠点。        
 
栄養ケア活動の地域拠点とすることで、 
・管理栄養士・栄養士が地域住民へのアウトリーチを拡げる 
・地域住民が栄養ケアへアクセスしやすくなる 

栄養ケア・ステーション 

アウトリーチ 

アクセス 

管理栄養士 
栄養士 

地域住民 



日本栄養士会 
栄養ケア・ステーション 

都道府県栄養士会 
栄養ケア・ステーション 

認定栄養ケア・ 
ステーション 

（認定栄養ケア・ステーション業務内容） 
 （１）栄養管理： 
 栄養相談、特定保健指導 
 栄養食事指導の実施 
 栄養改善・食生活改善に関する地域貢献活動 

リサーチセンター機能 
調査・研究、企画立案、研修 

センター機能 
認定栄養ケアステーションの管理運営、 
業務支援 

2004年、長崎県で 
全国に先駆けて設立 

認定栄養ケア・ 
ステーション 

認定栄養ケア・ 
ステーション 

2015年度から 
モデル事業開始 

みぎわ栄養ケア・ 
ステーション 

（２）食事管理； 
   献立調整、栄養価計算、調理指導 



特別養護老人ホーム 
みぎわほーむ 

特老、ショートステイ、デイサービス、 
居宅、訪問介護 

新総合事業を見据えて開かれた施設へ 
 陶芸教室、介護食教室（楽々おいしか介護食） 
 ウォーキングサークル、 
 がん哲学カフェ、学童保育 認定栄養ケア・ステーション 

2012年開設 
（長崎市内 商業地～住宅地） 



           楽楽! おいしか介護食   毎月第４木曜 開催 

簡単にできる介護食(嚥下食）の料理教室（ 2014年10月開始） 

2016年12月までに 
計22回 計145人 
（毎回7名）の参加 

参加者のレフレッシュに！ 



 メニュー実例 
楽楽! おいしか介護食   2016/11/24 

スイーツ春巻き   

煮込み 
フィッシュボール 

和風 
ポタージュスープ 



高齢者における健康の三本柱 

栄養 

運動 
休養 
余暇 

みぎわ栄養ケアテーション 

健康ウォーキング・プログラム 
みぎわほーむ 
陶芸教室 

（どれが欠けても健康は維持できない） 

5年後に要介護認定率を下げることを目指します 

  ・行動変化 
  ・仲間作り 
  ・心の健康つくり 

目標  
(Vision) 



・料理教室「楽々おいしか介護食」 継続 
・2017年3月 認定栄養ケア・ステーション モデル事業に応募 
・個別栄養相談 
・住民対象の講話（減塩食、骨粗しょう症、高脂血症、脱水症） 
  →2017年開始： 
    デイ利用者、一般（ホームページ、Ｆｂ，地域包括へ周知） 
 
チーム構築：管理栄養士（みぎわ常勤、白髭内科非常勤） 
        事務職、PT、介護士、医師（計6～10名） 
ネットワーク：自治会、老人会、地域包括支援センター、医療機関、   
        長崎大学オープンカンファレンス、長崎在宅Dr.ネット 

みぎわ栄養ケア・ステーション；今後の方針 戦略 



越えなければならない壁 課題 

・栄養相談の保険請求：医療機関のみ→当面 白髭内科で 

・認定栄養ケア・ステーション 

  モデル事業 → 認定制度  

・やる気にさせるリーダーシップ （サーバント・リーダー？） 

・何を評価指標とする？ 

→ → → 独立採算制へ 


